
□

東京都水産試験場調査研究要報7７

昭和44年度指定調査研究総合助成事業

病 害 研究報

(キンギョ）

書告

東水試出版物通刊第２０２号

昭和４５年２月

東京都水産試験場
外



昭和４４年度指定調査研究総合助成事業金魚病害研究

Ｉ

○指導および助言者

東京大学教授江草周

○調査，研究担当者

（※）
東京都水産試験場温水魚研究部

（※）

総括:現･総務塁戸田雄乎主

（※）
部長大内茂

（※）

研究担当者:現･全【錫i塁寶鈴木敏雄
（※）

現･菫鶴奏贄三村哲夫
技師川名俊雄

､

師小倉正幸技

(※；４４年１２月１１日付，|日・水元分場の組織改正による名称および，移動等，

担当者職氏名の変更）Ｉ
○協力者

東京都淡水魚養殖漁業協同組合

組合長石井五一郎

佐々木正雄

堀口篇次

森田春吉

日本大学農獣医学部水産学科増殖学専攻４年

学生町田茂夫

東京大学農学部水産学科江草研究室１



次目

腹部膨脹金魚の概要（写真）…･……………･-……･………･…･…………

Ｉ調査．研究の目的…………･･….．…………………..…………

Ｈ調査場所の選定…･…………･･……･･･……………･……..……

Ⅲ選定池の規模……．.……………………….．……･…･…･･･…

Ⅳ方法の設定…………･……･……･…･……．.…･……･……・

Ｖ試験池の環境調査･･･……………………･…･…………………・

Ｌ調査方法………･……･…………………………･……

２．結 果……………………..………･………･･……．

３．考 察…･…･……･…･…･…………･…….｡……･…

Ⅵ病魚の追跡調査……･…………………･……………･…………

１．調査方法.．…………………･…………･･………･……

１）外形調査…･…･…･…………………………..……．

２）内部調査……………･…………･…………………．

２．結 果………･…………･………………･…………

３．考 察.．……………………･………,………．.……

１）腹部膨脹の器官.…･………………..………･……･………

２）罹病魚種..………………………..…･……･………

３）魚種別による腎臓重量比と，体長との関係……………

ⅦL感轌試方験法…二二二二二二二二二二二二二二二二二二
１）卵感染試験………．.…………･…………･…………..

２）稚魚感染試験．．…………………………………………．

３）接種試験.｡………………………………………….

２．結果・…………･……………･･･………………….

３．考 察…..…………･……･…･……･…．.……･……

Ⅷ要 約．…･……･……･…･………………………･…･･･

Ⅸ参考文献・･･･…･……….．………･……･…･……………..

〔参考資料〕（アンケート調査結果）..…………･-………･…….

１
２
２
３
３
４
４
４
５
５
５
５
５
７
９
９
９
０
１
１
１
１
１
１
２
３
３
４

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

`Ｐ

●

ぺ

(.｛

Ｌ
ｐ
Ｖ
４
４
ｂ
ｍ

(１）



腹部膨脹金魚の概要
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写真の説明

写真1．上面から見た和金の罹病魚(A)と，正常魚⑧。（４４年１０月採集標本。１目盛＝１cm｡）

写真2．異常に肥大した腎臓⑤。（外皮を切除したもの）。内臓器官が圧追されている様子がわ

かる。（同上罹病魚）

写真3．肥大した腎組織をひき出したところ㈹・肥大している腎臓はわずかの刺戟で薄い皮膜

が破れ，貯溜液(t)が流出し腎組織だけとなる。（同上罹病魚）

写真4．上面から見た琉金の罹病魚。（１目盛＝１ｍＩ。）

z薫5．琉金の罹病魚(A)と正常魚乢正常魚と比較して罹病魚の腎臓⑧が大きく，炎症をおびて

いることがわかる。（同上罹病魚）

２写真6．ふ化后２～３ケ月で出現した罹病金魚。（４４年８月採集標ＺＲ１目盛＝１ｍ｡）

、
；
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1．調査・研究の目的

全国金魚販売量のうち，年間約７００万尾，約２０妬を占める東京都では金魚養殖の主要地

帯，江戸川地区養殖池に昭和４１年頃から，従来まで見られなかった金魚の腹音膨脹による罹

病魚が多発し，適当な予防と，治療対策が見い出されたいままに慢延の傾向を見せその被害額

も少なくたい。金魚需要の多い現在，都内養殖業者にとっては大きな痛手となっている。

したがって，'慢延の防止，業界安定のためにも早急にこれら病害の実態を把握して，その発

生原因，治療と予防等，一環性のある防疫方策を確立する必要t生から本研究は計画された。

今年（初年）度は，基礎的調査とし「病害の実態把握と，その発生原因」を主要課題として

取上げ，６月から１２月まで７ヶ月間にわたって調査，研究を行ない，２，３の知見を得たの

で報告書として取まとめた。

Ⅱ、調査場所の選定

調査対象には，都内江戸川区一之江と春江町にまたがって点在する東京都淡水魚養殖漁業協

同組合所属の養殖業者池を選定した。（図１）
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この一帯は，江戸｣||区のほぼ中央に位置し，都心より約１０Kin，荒川放水路と江戸川’中川

等の主要河川と，これから導入される中小河ﾉ||および無数の用水で囲まれたハス田の多い湿地

帯で，都内でも数少ない田園の面影を残す場所にある。しかし最近では都市化によって，付近

には工場や宅地が造られ，従来まで金魚養殖池に引用した用水の水は，ほとんど使用されず，

地下水の利用も不充分のため，養殖池の大部分は雨水，水道水もしくは，飼育池相互間の水を
召

使用して金魚養殖が行なわれている地域である。

この他実験池として，当場構内に設置されている屋外コンクリート製循環池を選定した。

選定池の規模

調査および試験に選定した養殖池，実験池の規模は表１に示すとおりである。

Ⅲ

表１選定池の概要

葹前~聖冬|実験池｜対照池｜魚種

蕊
和金Ａ養殖池

琉金Ｂ

可

琉金０

和 金，

(詞（幼

和金琉金
水試

方法の設定Ⅳ

調査，研究を進めるにさいし，昭和４３年１２月，アンケート方式で行なった事前調査（末

巻，参考資料参照）の結果，

病害の現況；ほとんどの養魚池に毎年発生するが，発生する池は定まっていない。

時期と魚種；９～１１月の秋口に多発し，和金，琉金の０年魚に多い。

被害と薬剤；平均３０冊，多いもので５０妬，餌は昔と同じ自家製が大部分，現在行

なっている範囲の薬剤散布では防止できない。

などの予備知識を得たので，これらを方法設定の参考とした。

調査対象と左った養殖業者の設定は，行動範囲や龍力等諸条件を考慮して，金魚養殖業者

⑤

０
Ⅲ

３



２８名の中から．組合員を代表する前記４氏を選び，協力を依頼した。

資料の記載に当っては，調査の性質上個々の氏名はすべて匿名とし，便宜上，４氏を無作意

に組み替えたのち，Ａ～Ｄまでの記号によって表示した。

期間中，選別や，池替え等によって飼育池が変ってゆくことが考えられたため，養殖池の環

境，罹病魚の追跡調査等に当っては，各他とも調査開始時の魚群を追跡してゆくことにした。

試験池の環境調査

Ｌ調査方法

４氏の養殖池とも，前年に病魚が多発した池を試験池に選び，４４年６月から１２月まで

毎月１回づつ計７回，各池ごとに表面水温，ＰＨ･透明度，透視度，水色，溶存酸素量，化

学的酸素要求量（０．０．，），アンモニア態窒素（ＮＨ‘－Ｎ）の項目を調べた。

表面水温，ＰＨ，透明度，透視度，水色は一般的な方法で現地において観測し，その他の

項目は現地で固定后，当場に持ち帰り，溶存酸素量はウインクラー法で，化学的酸素要求量

は富山変法で，アンモニア態窒素はネスラー比色法で,それぞれ分析を行ない記録した。

なお，この他の必要項目については，東京大学江草研究室が同時に調査し，現在解析が

行左われているので，一部の資料について記載した。

2．結果

表２に，月別による試験池ごとの観測および分析結果を示した。主左調:査項目についてみ

ると，

１）表面水温；期間中5.9～３２．０℃の範囲で変化し，夏期７月がもっとも高温であり，気

温に比例して水温も変化する左ど．止水池固有の性質を示した。

２）水色；各池ともほとんどアオコの増殖が行なわれている関,係上，緑色室たは褐色系

の色相であった。

３）ＰＨ；７．５～１０．０の範囲であったが，８．５～９．５の数値が大部分で，アオコの生

息が主因と考えられるが，弱アルカリ性を示した。

４）透視度，透明度；透明度は1.5～１０．２”，平均５±１，２，透明度7.0～３０ｍ以上，

平均１５±５ｍで，いずれの場合も，アオコの消長によって値が変§化した。

５）溶存酸素量；５．９２～２５．９２ｐｐｍの範囲，平均１２．０±2.0ｐｐｍで．魚類生息上
影響が起る（５ｐｐｍ以下）と考えられる数値は測定されなかった。

６）化学的酸素要求量；全般に数値が高く１６．０～７６．０ｐｐｍ，平均３０．０±５ｐｐｍで

あった。

７）アンモニア態窒素；痕跡もしくは0.6ｐｐｍの範囲で，平均０．３±０．１ｐｐｍ・魚類生

Ｖ
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§
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息上，ヘい害が起る数値ではなかった。

８）アルカリ度；６，９，１２月の数値では１．３７～３．９５ｐｐｍで，弱アルカリ性の数

値であった。

９）全鉄量；３回の数値では0.09～０．４４ｐｐｍの値で，微量の鉄分が含まれていた。

１０）塩素イオン；６，９，１２月３回の調査では，２４．８～９７．８ｐｐｍ,平均３．５０±5ppm

で，やや高い数i直全示した。また，この中でもとくにＢ氏池は６，９月に

９０ｐｐｍ以上の高い値であった。

3．考察

７ヶ月間にわたる養殖池環境調査結果から，月別による環境の差異は見い出せず，Ａ～Ｄ

氏各養殖池ごとの環境の差および，病魚多発池（試験池）と対照池間の差異についてもその

原因と考えられる特異な数値は得られ左かつた。

１０月調査時に，Ａ氏の１９号池とＤ氏の試験池（表２）に罹病魚の゛多発を見たので，そ

の環境を調査したが，他池と異なる事象は見られなかった。また，Ｄ氏の試験池は前年（４３

年）４氏の中では病魚がもっとも多く出現した事実があるために調査結果を他池と瑚咬検討

したところ，０．０．，の値が６～８月にかけて非常に高く，９月以降は低くなっているこ

とが判った。しかし，このことが病魚多発の一因を形成するか否かは今回の結果からだけで

は判断できず，泥質や底生生物等他の要因も考慮する必要があろう。

同様に，今回の調査結果から，全池にわたって各月とも０．０．，の値が高かったこと

（水試の池では２０ｐｐｍ以下）は，池水の環境か良くたいことを意味していると考えられ

るが，推測の域を出ないため，詳細については今后の研究課題としたい。

Ⅵ病魚の追跡調査

Ｌ調査方法

１）外形調査

環境調査と同様な方法で毎月１回，観測と同時に試験池から調査材料を無作意に３０尾

づつ採捕して持ち帰り，この中から２０尾を原則として無作意に摘出し，全長，体長，体

重，体高をノギスと感量0.2(舶動天秤で測定し，外形（体形）は目視によって，おのお

の記録した。なお，採捕材料の残り１０尾は，組織学的に追跡する意図からＢｏｕｉｎ液で

固定し保存したが，今回の報告までに処理できだかつだ。

２）内部調査

外形調査が終った材料を使って解剖を行ない，臓器関係を観察し異常と思われる腎臓を

摘出し生のまま（貯溜液のあるものは除去し，腎組織だけを）微量天秤により秤量し記録

盆
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表２月別，試験池別，環境調査結果

寵煮～週目 調査時間 天侯 気温 水温 備考水色 透視度 透明度ＰＨ 、・０ Ｃ．Ｏ．Ｄ BＨ４－Ｎ アルカリ 全 ＯＬ

(、） （、）
１５．０

３０．０

(時分）

１０．５０

(℃）

２４．０

（℃）
２７２

２９．２

ｐｐｍ

８．４８

１Ｕ３２

ｐＰｎ

５３．４４

３４．６３

ｐｐｍ

0．２５

０．２５

ｐｐｍ

０．３０

０．２０

４４年 ＰＰＩ

2．２５

２．１０

ｐｐｎ

３０．８（

３０．８

緑

薄茶褐

試
対

９．８

９．５
①

ﾕＩ
① 乳緑試 1２００ ２７．５ ２９．０ 9.8 12.0 ４８．００1４．４０ 0．５０ 2．８２ 0．２０ ９４．８

緑禍

福

２１．５ ０２７．８

２４．４

9.5

9.1

(tri）

(tri）

試
対

9．２０

６．８０

３４．７４

３４．６３

1．９６ 0．４４ ４９．８
①１０．１０ ２３．４

① 乳緑１１．３０試 ２４．８ ２８．８ 9.8 7.0 lａ７６ 40.00 0．２５ 1．３２ ３７．８0．３０

青灰緑

擾緑

試
対

３１．０

３１．０

1６．０9.1

9.6

3.5

1.5

２２．４０

２８．８０

6．７２

７６８

0．１

０．１

① 32.0１４．３０

ＴＩ」
① 濃緑１３２５試 ２８．０ ３２ｐ 2.5 8.09.9 １１．４４ 72.00 0.2

鰻緑

優緑

試
対

３２．０

３１０

10.0

9.0

3.5

3.5

１１．０

１５．０

1０．１６

１０．６４

16.00

１３．６０

0.1

0.25

①1３．５５ 3１．５

⑧ 黄緑３２」試 13.00 ２８．０ 9.7 3.0 14.0 8．９６ ７６．００ 0．２０

薄緑

鰻緑

試
対

２８．１

３１．０

９．５

９．６

5.0

1.5

２０．８０

２８．８０

1３６８

７．６８

0．５０

０．１０

中旬他水交かん
③１４ｐＯ ２５．２

◎ 暗黒緑lａＯＯ ２８．８ ２９．４試 9.6 7.9 ３３．６０ 28.00 0．５０

緑
緑

２８．８

２５．１

7.0

6.0

試
対

9.3

9.4

１７．２０

１６．５６

20.00

２０．００

0．５０

０．５０

◎１３β０ ２４．９

薄白緑

簿緑

試
謁

２８．０

２９．２

２．４

２．５

９．７

１０３

３６．００

６０．００

１４．１６

２５．９２

0．５０

０．５０

◎１４．３０ ２５．２

上旬．病魚出現

２５－２６日大型台
風（１１号)接近で
降雨

１５日他替え(西７号）

１０日他水交かん

緑禰

簿黄緑

２１，

２０．８

試
対

9.0

8.8

5.1

3.8

８．４０

１０．８０

9.0

9.0

1８．９０

３０．４０

０．５０

０．５０

0．３６

０．２４

1．９５

２．２０

２７．８

２７ｄＢ

◎１３．１０ ２０．１

二（
。

緑一癖緑

１４２０ ２０．６試 ２０J７ ９．２ 5.0 １２．０ 22.48 ２９．７０ 0．２０ ０．１６3．７０ ９７．８０

２１．２

２０．８

９．２

９．２

11.0

試
対

4.5

5.0

１６．３２

１１．９２

１８．９０

３７．８０

0．５０

０．２０

2．３１ 0．２０ ３１８

◎ ２０．０１３．４５

◎ 淡緑1４．１０試 ２０．２ ２１．２ 2.09.4 7.0 １１．６０ ２９．７０ 0．５０ １．８１ 0．２８ 3３．８

薄緑褐

褐

な黄緑

２２２

１９．８

２ｕ３

試
対
妙

２
４
６

●
●
●

８
８
８

５
８
４

■
●
●

６
６
５

８．７２

１２．２４

１３．２０

32.00

３２．００

３５２０

0．２０

０．２０

０．２０

－－L」｣Ｗ…
病魚多発中１０月エリ目につく。病魚５尾／５０尾

③１３５０ １９．２Ａ

'0月
③１５．００

－

１３．１５

２１．２

繩｜緑緑一鐸
坪
一
独
巫
｜
狸

恥
一
町
叩
一
叩

哩
一
“
準
一
叩

１３．０４ ２４．００ 0．２０Ｂ 試

１３．０４

１５．８４

４１．６０

３０．４０

試
対

0．２０

０．２０

① ２２．８

U『
④試 １４２５ ３０．４０ 昨年と同様調j験池に病魚出現最多b約１割

~=~行司一三~｢宝輌FZTT7言

２１．９ １６．３２ 0．２０『醗一褐一褐褐

１Ｕ､６

９．７

Ｂ
ｐ
－
６

７
９
一
８

6.0

3.0

２４．８０

２７．２０

試
対

５．９２

１４．０８

５
５

２
２

２

０
０◎１３．３０ 8.6

①
｜
⑭

1４．１０ １０．７ １２．９６ 中旬他他金魚と昼合

（５；５）

誠
一
試
対

9.7

顕
一
叩
函

２１．６０

４６．４０

２６．４０

9.6

9.4

８．６

８．４

８．９６

１２．２４

0．６０

０．２５

13.00 9.2

① 黄緑１３．５０ １０．６ 1０．４ 病魚出現多゜約７０冊8.4 7.0 １１．５２誠 １７．６０ 0．２５

黄禍

緑

5.9

７．４

試
対

７．６

８．４

皿
、
｜
率

1８．０

１２．０

８．０８

１４．７２

２２．４０

２２．４０

０．２５

０．２５

３．９５

１．３７

０．１２

０．１５

２６．８

２４８

①１３．４５ 9.0
他水表面にⅨい煙に
よるスズ多く浮漂

① 褐１４３０ 6.8誠 7.6 8.4 ２０．０ ２０．８８

１１．７６

７．６８

２３．２０ 0．２５ 3.06 0．１２ ８３．８

灰褐

褐

試
対

7.3

6.5

8.4

7.5

8.0

7.0

２２．４０

２２．４０

２５．０ 0．２５

０．５０

2．６０ 0．０９ ３５．８０

① １１．０１３．１５

－

１４．０５ 他水表面にばい煙

によるスズ多く浮醸
① 緑褐8.0 7.0 ２１．０試 8.0 6.4 １０．７２ １８．４０ 0．２５ 2．８７ 0．２０ ３３．８０

.】

表中試は試験池，対は対照池①晴，①薄曇．⑧高曇，◎本曇。

透明度，アルカリ度，全鉄量，０２－は，東京大学江草研究室の分析値をおのおの示す。
人
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した。

なお,腹部膨脹の経移を見るため,若林他3鱗)|が行なった方法(１９６９)(注')を
参考にして計測値に対する検討を行なった。

（注１）体長（Ｌ川最大腹巾（ＢＬ）；Ｌ／ＢＬ

体重（ＢＷ），腎臓重量（ＫＷ）；ＫＷ／ＢＷ

２・結果

外形調査による罹病魚の観察所見は，写真１と４に見るように腹部または瞥部が異常に膨

脹し，重症左ものになるにしたがって，鱗は重なりを失い，相互の間げきが広がって，その

間に内皮が露出し，皮下さらには筋肉内部の毛細血管が外部から観察できる症状となってい

る（写真２）。外部表皮の状態はあたかも使い古したゴムマリに空気を充満させたときに見

られるゴム表面の状態と類似し，鱗は立鱗状となってい左い゜したがって，普通に云われる

「腹水病」の症状（表皮は立鱗状を呈する）とは異なることが多い。この外部症伏を解剖的

に内部臓器諸器官の観察所見で記すと，腎臓を除く他の主要臓器にはとくに異常は認められ

なかったが，罹病魚体によっては輸尿管が正常魚のそれ主Dやや肥大している傾向が見られ

た。しかし輸尿管の罹病如何についての究明はできなかった。

罹病魚の腎臓は，異常左はど肥大し，症状によっては，内部に多量の貯溜液を有するもの

（写真３）と貯溜液が少ないか，またはほとんどなくて，腎組織そのものが腫大しているも

のと２種類が観察され，これが腹部膨脹の原因とたっている。このように，腎臓器官が異常

肥大しているため，浮袋や消化器官，その他の主要部分を当然圧迫していることが考えられ，

正常魚に比らぺ，臓器の位置が変則的となっている（写真５）。したがって，罹病魚は遊泳

上，生活上，相当の障害を受けているものと考えられる。
窒

つぎに，外形および内部調査結果､表３に示した。

この調査結果をみると，６月以降，月を経るに従い体巾，体重，腎臓重量が増量している。

当然このことは魚体の成長に伴なう増量とも云えるが，Ｌ／ＢＬおよびＫＷ／BＷの値を

見た場合に，９月以降，測定尾数に対し罹病魚の出現数の多い試験池ほど，その値が大きく

なっていることが判る。対照池（Ｂ）では月を経るに従って魚体が成長しても罹病魚の出現

を見ないためその値がほとんど変っていたい。

表３の結果から，月別による外形上からの病魚出現率を図２に，臓器測定による魚種別

ＫＷ／ＢＷの値を図３に，おのおの図示してみた。

これによると，外部形態上あきらかに罹病魚が出現するのは９月からで，８月以前では判

定しにくい。このことは，この時期間，罹病していないか，または，罹病直后と考えられる。

同様なことが，内部的に見た図３についても云えるため，病害の初期予防方策として，今后
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(妬）
の研究課題としてみたい。

友お，図３で，１０月以降数値が大き

く変動しているが，これは，病魚の多発

にともなって，病魚の選別が行左われた

り，池替え，水替えや，他池に魚を移し

たりした結果によるものと,思われる。

3．考察

１）腹部膨脹の器官

７ケ月の調査期間中‘廷７００個体

の材料について外形，内部的に追跡を

行なったが，腹部膨脹の原因は，腎臓

組織の異常肥大によることがあきらか

となった。また，この症状が「腹水病」

とは異なる傾向が観察されたので，本

研究を進める期間中，仮定的な病名と

して「腎腫大症」と呼ぶこととした。

２）,罹病魚種

本調査開始前に実施したアンケート

調査によると，罹病する魚種の大部分

は和金と琉金（参考資料，設問６）に

多いと考えられるが，８月と１０月に

この他CD罹病魚種を入手した。（表４）

この結果，罹病する魚種は和金と琉金

に限らず，全魚種に出現するものと考

える。換言すれば，養殖対象魚種は和

金，琉金が多いため罹病魚が目につき

易く，飼育密度の少ない他魚種は目に

つきにくい結果によると見るのが妥当

と,思われる。
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表４ 罹病魚別 測定結果

iｉｉ
コメントランチユー

１４ 〆句

２．９２－４．８６

ａ６０（cｍ）

２．０３－３．３２

２．４９（C77Z）

２．６９－５．８７

３．４８

Ｑｊ

0７２－１．１５

０．７９（c77z）

測定せず1．０７－２．１２

1．３８

０．３－１７

０．７６（，）

１．５－１４．９

３５９

0．０１９－０１９８

００５０("）

0．０８４－０．４７６

0.252

０３８0．３２

０．０６６ ０．０８３

３）魚種別による腎臓重量比と体長との関係

６月～１２月までの調査期間中に得られた

材料の平均体長範囲は1.7～4.0ｍまでのも

のであったが，体長との関係を見るために，

罹病魚，正常魚と，平均腎臓重量比（K1U／

ＢＷ）との値を作図してみた。（図４）

この図からみると，腎重比は体長の大小に

関係なく，正常魚では0.007～０．０１８の

範囲にあるのにくらべ，罹病魚では，０．０２

～０．０９の範囲に分散し，また，表４の数値

と合わせてみても同様な結果となり，罹病魚

の腎重比は大きいことが云える。

したがって，体長2.5～３．０”の小さな魚

体でも，腎重比が正常魚と区別できることか

らみて，外形上正常に見えても，内部的には

罹病していることが考えられる。

また，腎重比は，図２－４，表３にも示し

たように正常魚，罹病魚とも体長に関係なく，

常に和金よりも琉金の方が大い値を示した。

▲

罹病魚-つ△▲
◆

0.08

’二

▲

琉全ヶ今△0.06

▲
峰
兼

0.04

△

▲▲

正常魚

_玩血言愈
◆●●●
和金０｡

川
謬

0

(“）
４

体重→
１２ ３

曰

図４体長によるIWEWの変化

－１０－



●

Ⅶ感染試験

伝染性疾病の可能性を考慮して，屋外コンクリート循環池を使用し，下記の方法によって感

染予備試験をおこなった。なお，試験水温はすべて常温とし，計測等は病魚追跡調査と同じ方

法で，対照池における正常魚の経過は表３，試験池Ｂによった。

１．試験方法

１）卵感染試験

４４年７月１０日当場金魚養殖他から得られた和金の卵約１，０００粒を晴環池に移し，

この中に箱生す（長さ７０×巾６０×深２５ｍz）に収容した罹病魚（全長平均4.ＭＥ）

１０尾を５日間，常温で混養飼育し，卵のふ化と同時に罹病魚は取り上げてふ化稚魚だけ

を残し，感染后の観察をおこなった。

２）稚魚感染試験

７月１７日，当場の健康魚から得た和金の稚魚２０尾に，箱生ずに収容した罹病魚１０

尾を１０日間混養し，病魚を取上げ，感染稚魚だけ循環池で飼育し罹病経過を観察した。

３）接種試験

９月１３日罹病魚の腎臓を摘出して生理食塩水を加えながら磨砕后，ガーゼで櫨過，得

られた乳液を１００倍に稀釈し，平均全長６”の健康な和金２０尾の右腹腔内に１尾当り

０．２～0.4ｃｃづつ接種し，循環池で飼育しながら発病状況を観察した。

２．結果

卵感染，稚魚感染および接種試験の各観察結果を，表５に示した。

表５感染方法別による測定結果

ａ

nＪ

⑨

感染方・法 卵 接種

３２日間 １００ １２０５１ １８３ 1３１
－

９

３？

１５３

測定尾数

外形にする病魚数

全長

（ＴＬ）

体長

（ＢＬ）

体巾

（Ｌ）

体重

（ＢＷ）

腎重

（ＫＷ）

6．５２－８．２３

７．３９

５．１４－６．５５

５．８３

１．３５－１．６０

１．４６

６．４－１１．７

８７８

０．１８６－０．３６８

０．２５９

３．０２－１９０

－０．７２

０４７

０．４８－１０５

０６２

－１０

０．４３

０．２０Ｌ／BL

KVY/BＷ

０．２５

0００ 0．０１０

￣

０．０３１

表中，上段は測定値の範囲 下段は平均値 ?は罹病魚と,思われるものをおのおの示す。

？
‐
尹
勾

１１



卵感染による材料では，外形上罹病魚と観察されたものが感染后３２日目と１２０日目に各

々１尾づっあったが，内部観察では正常魚と変りなかった。したがってあきらかに病魚と思わ

れたものは１８３日間中には出現し左かつた。

稚魚感染による材料では，感染后３０日目の観察で，外形上正常魚と変りなかったが内部的

にＬ／ＢＬとＫＷ／ＢＷの値が他の正常魚に比べやや高い値を示した。しかし，その后の経過

を観察しないままに供試尾数が少なかったことや，飼育事故のため，３０日以降の材料が得ら

れず試験を中断した。

接種試験のものでは，接種后飼育をはじめて１５～３０日間に半数の１１尾がへり死した。

これはおそらく接種のさいの技術的ミスによるものと考える。したがって残り９尾については

１３１日目の観察を行なったところ，１／３のものに腹部がやや膨脹したものが見られ，外形

上罹病魚に似た状態を示した。蚕た，剖;検によれば，腎臓を含む内臓器官が炎症もしくは軽度

のび乱状を呈し，Ｌ／ＢＬＫＷ／ＢＷの値も高い値を示した。しかし，この症状は他の２／３

の魚にも程度の差はあるにせよ見られたので,それが腎腫大症によるものか，あるいは接種によ

る他の影響によるものかは，あきらかにし得だかつた。

3．考察

卵感染試験による結果から経過日数ごとの体長とＬ／ＢＬ，ＫＷ/ＢＷの関係を図５に図示し

てみた。この関係を見ると体長とＫＷ/BＷとの変動はほぼ同傾向を示し，体の大きさに比例

して腎組織も順調に大きくなってゆくことが

判る。したがって体巾（Ｌ/ＢＬ）の値もほと

ろ

し

円

んど変化していをい･すなわち成長に逆比例

するほど内臓器官（腎臓）は異常発達してい

ないと云える。またＫＷ/BＷの値は表２に

示す正常魚（Ｅ＝対照）の値に近いことから

考えて，卵感染による疾病は起らないものと

,思われる。

稚魚感染でv工，感染后３０日で内臓器官が

肥大する傾向が観察され，ふ化后から病原体

におかされることが考えられるので，この点．

長期にわたる飼育観察を行なって，発病の有

無を追求する必要がある。

接種試験の結果では，上記２つの感染試験

に比べ疾病の発生が比較的顕著に見られたこ

3.0

ﾕ〆とﾄト
４

㎡体長2.0

(、）

１．０

0．２０○・…0．０２

０．０１

重iｌ
● 0．１０

_'Ｉ幕
２００日数→５０１００１５０

＄

図５卵感染試験による外形と

腎臓との関係
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●

とから考え，腎臓肥大の原因は病原体の内部寄生から起ることも予測されるが，今回の試験結

果だけでは不充分のため，稚魚感染と合わせ今后さらに究明したい。

０

Ⅷ要約

１・都内金魚養殖池に発生する金魚の腹部膨脹を究明するため，４４年６月から１２月まで，

毎月１回，養殖業者池の環境調査，病魚（和金，琉金）追跡調査および，水産試験場の循環

池を使用し，感染試験，接種試験をおこなった。

２．環境調査の結果，病魚多発池と対照池とにはとくに差異はなく，病魚発生の要因となる現

象も見い出せなかったただ，０．０．，の値が平均３０ｐｐｍの高い値を示し，有機物が

非常に多いことがわかった。これが病害の要因となるか否かについては判定できなかった。

３．金魚腹部膨脹の原因は，腎臓組織の異常肥大によるものであり，腹水病の症状とやや異な

‘ことから仮定的な病名とし雇腫大症｣と呼ぶこととした｡抗羅病する魚種は，

▲

いち

Ｖ

金魚全種類にわたっているものと考える。 仇かつ

4．腎臓重量比（ＫＷ/ＢＷ）は，正常魚で０．０２以下，症状の進んだ魚では.6-9牛以上であっ

た。また罹病に関係なく，腎重比は琉金の方が，和金より常に大きかった。

5．症状が現われる時期は，内部的に体長２．０c77z前后からのようで，外形的には８月以降顕著

に見分けられる。

6．卵感染による１８０日間の飼育では，腎重比がほとんど一定で，正常魚の値とほぼ同じこ

とから，卵感染による疾病は起らないものと考える。

7．稚魚感染および接種試験では，罹病の傾向が見られたが，資料不足のため，今后の研究課

題としたい。

÷

Ⅸ参考文献

Ｌ各都道府県水産試験場（１９６８）指定調査研究総合助成事業病害研究報告書

※２．若林久嗣．郭光雄．中島健次・江草周三（１９６９）金魚の腎腫大について，魚病

研究４(1)，４７～５１．
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〔参考資料〕

金魚の腹部膨脹に関するアンケート調査
、

ﾄ調査を行昭和４３年１２月，都内金魚養殖業者（２８軒）を対象に．用紙配布によるアンケ_

たい，回答されたものについて，その結果を集計し取りまとめたものである。

なお，回収率は６２．５冊であった。

１００る

２０〃

４７〃

１４〃

１４〃

５〃

１００９６

１００筋

１００笏

１９妬

３３〃

３３〃

２〃

１３〃

１００笏

７冊

２０〃

１３〃

４０〃

１３〃

７〃

Ｏ〃

腹フクレ病が発生したことがあるか？ のる.…･…・…･･･…〔設問１〕腹フクレ病が発生したこと

〔設問２〕何年位前から目立ったか？ ４１年頃から．…..……

４０〃…..……...….

３９〃．．。…．．．….…．．

３８〃…．．.……･…．．

３７〃………･･･…｡・・

する゛….……..….。

決まっていない………

毎年発生するか？

毎年発生する池は決まっているか？

発生する時期は？

罹病し易い金魚の種類は？

〔設問

〔設問

〔設問

〔設問

Ｊ
１
Ｊ
Ｊ

３
４
５
６

９～１１月……………

種類に関係なし………

和金………………

流金……･……･…・

出目金………･…．.…

種類に関係なくとくに小魚

0年魚………･･…….

１０妬以下..……･……

１０〃………………

２０〃・…..……･･･…

３０〃…………･･･…

４０〃・…．．……．．…．

５０〃……･…･…･…

５０妬以上………･･････

和
琉

〔設問７〕罹病する魚の大きさについて？

〔設問８〕生産額に対する罹病魚の割合は？

ａ

ｉ
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勺

５０妬・…･…･…･････…・１３冊

９０〃…………………１３〃

９９〃・…．．……。…….． ７〃

１００〃……………・・・…６０〃

（無回答）…･……･･……･…・・７〃

〔設問９〕罹病魚のへい死率

,）

9

〔設問１０〕罹病魚に給与した餌料について

［鰯:科二二二二二二二
［…製餌料:毎ﾂﾞ1鶏亨鵡二鶴i合ｎそば粉｜

〔設問１１〕上記餌料は健康魚と同じか？

３３妬

６７〃

同じ（差別していない）……１００妬

〔設問１２〕罹病魚の摂取状況は？

良
拓
〃
〃

０
０

下

６７妬

４０〃

初期

中期

後期

１３妬

１０〃

③

〔設問１３〕罹病魚に対する薬剤散布について？

に回三
(注ある：メチレンプルー・硫酸銅，抗生物質，

病魚発生池と無発生池の水質変化の有無

…….….…｡.…・・１３妬

…………………４７〃

………．.．．.…・・・・４０〃

市販薬品）

〔設問１４〕

１回ｉｆ■三三三零
〔設問１５〕水質に変化ある場合の病魚池の状態（〔設問１４〕の「ある」と答えたもの

…内容－１鮮左■池水が澄ん…,

－１５－



病魚発生池と無発生池との土質による関係は？

に明;態三三三=各Ｉ!（
（注ある：池替え時，泥上げした池は良い）

〔設問１６〕

３

９

〔設問１７〕腹部膨脹の発生として考えられる原因については？

６０妬水質汚濁………………

鑿:鷺壺下の他の薫｝｝ …４０〃

以 上

(調査担当者）：技師 敏雄鈴木

技師 吉田 勝彦

．

母
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●

○残された問題点と，その解決方針

「腎腫大症病原体の究明と罹病魚の治療」を主要課題とする。

１．病原体究明の方策

’）病魚池の底生生物と底質の解明（４４年度環境調査の補足）

２）病魚からの病原体分離

３）発病試験

（１）稚魚感染および接種試験（一部４４年度調査の補足）

（２）遺伝試験

（３）無病魚の病魚池内飼育

２.罹病魚の治療方策

１）病魚の薬浴飼育

２）病魚卵，稚魚の薬浴試験

八

（
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